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Newsweek インタビュー 付：日本語訳 

 

 

日本のものづくりニッチ企業として Newsweekのインタビューを受けました。  

Google検索 newsweek interview innovations in egg farm automation で見ること

ができますが、インターネット上のインタビューに日本語訳を付したコピーを用意しまし

た。お読みいただければ幸いです。 

 

Newsweek Karune Walker 氏(記者)と Sasha Lauture 氏(日本事務所マネジャー)によるインタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本のメーカーに新たなチャンスが開けつつあります。ここ３年間、コロナ禍、米中関係の分断により、サプライチェーンの崩壊が 

進みました。多くの企業が安定性を求めて供給体制の再編成を検討しています。信頼性と進んだ技術、ニッチ分野の特殊技術で知られる

日本企業には次なる展開の可能性があります。円安はこの展開を後押しするとの見方もあります。日本企業及び特殊分野のメーカー 

として、この情勢をどう考えられますか？ 

 

自動車開発は欧州や米国から始まったため、我が国の自動車生産は基本的に欧州や米国に倣い、トヨタ、日産、ホンダなどの企業が誕生し

ました。 同様に、Egg Farm Automation (EFA) も 60 年前に米国で生まれ、量と自動化が追求されました。 米国に続いてヨーロッパ

では、臭い、ハエ、害虫を排除することでより良い環境を実現する取り組みが行われました。 

 

ハイテムは 1986 年から 23年間、ドイツの EFA メーカーと提携していましたが、2 つの点で意見が異なることになりました。 直立 

ケージは、1 つの建物内に複数のケージ層があります。 16 年前、地震で 1日 20万個の卵を生産する EFA 3 棟が設置直後に倒壊しまし

た。 災害にもかかわらず、お客様は機器の代金を支払いました。 しかし、パートナーの提携先はあまり協力的ではなく、耐震システムに

ついて意見が合いませんでした。 耐震システムを自分たちで開発する必要がありました。 EFAは米国、欧州に次いで日本で 40 年前に始

まり、韓国では 30年前に始まりました。 もう一つは製造体制に対する考え方です。私たちは、すべてのものをヨーロッパから輸送するこ

とはコストが嵩むと考え、ドイツのパートナーと中国に合弁会社を設立してEFAを製造したいと考えました。 私たちのパートナーはこの

考えに賛成しなかったため、2009 年にパートナーシップを終了しました。 

 

ハイテムの最大の競争相手は、かつて日本でより大きな市場シェアを持っていたEUの EFAサプライヤーです。 現在、ハイテムは市場 

シェアの 60%以上を占めています。ハイテムは価格で競争するのではなく、EFA のパフォーマンスを通じて競争力を獲得します。 ハイ

テムのスローガン「CF(Challenge Future) 80」は、性能・品質のすべてを向上させる技術と経験を持ち、将来的に国内 EFA 市場で 80％

のシェアを獲得するという目標を掲げています。 

 

西側諸国は、コンピューター、マイクロソフトや電子商取引、Amazon や GPT などのソフトウェアなど、多くの分野の開発をしました。 

西側諸国は革新性が高く世界をリードする一方で、日本は製造とエンジニアリングの分野で常にリードし続けています。 ドローンなどの

発明は西洋発祥ですが、日本も追いつくことができると私は信じています。 

ハイテムは、破卵が少ない、或いは殆ど破卵が発生しない業界で最も進んだ集卵機を開発されました。どのようにしてこの集卵システム

を開発されましたか？ 

競合他社と比較して、自動集卵プロセスにおける破卵率が驚くほど低いことが、ハイテムのシステムを特別なものにしています。 全体的に

見ると、産卵する鶏の脚が卵に当たってしまうため、ケージ内では若干の破卵は避けられません。 一方、ハイテム EFAは自動集卵プロセ

スにおける破卵率がほぼ 0%です。 

 

ハイテムが究極の破卵率ゼロである主な理由は 2 つあります。 まず、ケージは建物内に何層にも分かれており、ハイテムの場合、各層の

卵をエレベーターで 100％トラフィックコントロールにより集中メインコンベアに運ぶことで、多層ケージ内の卵同士が衝突することが

ありません。 次に、エレベーターから集中メインコンベアに卵を水平に排出します。 一方、競合他社のシステムは、卵の排出部に傾斜が

必要な機構で、これにより破卵が避けられません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイテム EFA (Egg Farm Automation) のその他の強みはどんな点でしょうか？ 

前述の自動集卵による究極破卵ゼロの他、10 の強みがあります。 10 の強みの内、2 つ目、新しい Rats-Free システムについて触れさ

せていただきます。 

 

病原体を運び、鶏に与える餌を狙ってやってくるネズミは、エッグファームの悩みの種です。 最近の進化した採卵鶏舎は窓もなく換気制御

されています。 しかし、ネズミが侵入する開口部が、鶏糞コンベアの開口部と卵コンベアの開口部の 2 ヵ所にあります。 5 年前、ハイテ

ムは卵コンベアの開口部を完全に密閉するシステムを開発しました。 さらに、鶏糞コンベアを完全に密閉するシステムを 2年前に開発 

しました。 

お客様にハイテム EFAを選んでもらう戦略は？ 

収益を上げるために、2 つのグループ購買ポリシー についてお客様に理解をお願いしています。 

 

エッグファームの運営上、翌月に変更できる材料などはできるだけ安い価格で購入する一方、EFA は一度購入すると 20 年間は変更でき

ないため、性能による購入をお願いしています。 

 

性能ついては、養鶏第 2，第 3の利益 への理解を訴えています。 鶏卵農家の基本利益、即ち一番の利益は、卵をどれだけ高く売ることが

できるか、飼料をどれだけ安く買えるかということです。 これは養鶏における基本的な利益で養鶏第１の利益です。 第 2 の利益 は、 

養鶏の自動化を開始したとき、即ち EFAを採用した時に生まれます。 EFA の価格検討では、1 羽当たりの価格が考慮されます。 それを

念頭に置いての EFA の価格は 1 羽あたり 20 ドル程度です。 10 万羽で 200 万ドルになります。 ハイテムの各顧客への平均売上高は

約 50万ドルから 100万ドルです。 破卵率の 2 %の違いは、20 年間 で 1 羽あたり 7 ドルの違いになります。 ネズミがいない場合、

または寒い季節に暖かい鶏舎内の温度によって飼料効率に 2 %の違いがあれば、これは 1羽あたりさらに 6 ドルの利益になります。 

 

換気が良く鶏舎内環境が良くなると産卵量が 1 %向上する可能性があり、1 羽あたり 5 ドルの利益が生じます。 ハイテム EFA は非常に

信頼性が高く耐久性に優れているため、お客様はさらに 5年間 EFA を使用することができ、1羽あたりさらに 4 ドルの利益となります。 

養鶏第 2 の利益 の合計は 1羽あたり 22ドルになる可能性があり、これは当社の EFA 価格よりも大きい値です。 

 

養鶏第 3 の利益 は、鶏卵農場の管理が改善されることによってもたらされます。 より優れた EFA アフターサービスによってエッグ 

ファームがうまく運営されれば、1 羽あたりの卵生産量がさらに 1%向上することが期待でき、これにより、1 羽あたりさらに 5 ドル 

利益が増加します。 

 

電子産業における半導体への投資は、10 年後には機能しなくなる場合があります。 こういう計算は難しいですね。 しかし、卵の需要は

人間が存在する限り 20 年後も 30 年後も続くので、養鶏第 2，第 3 の利益 計算式は着実に成り立つ可能性があります。 

 

EFA が本格的にスタートする中国市場には、すでに 15 年前から存在する EUのサプライヤーに加え、同国内の EFA メーカーが 30 社以

上存在します。 中国の EFA 市場では、同国内メーカーの価格は非常に安い。 たとえ彼らの価格がハイテム価格の半額だったとしても、

それでも 1 羽あたり 10 ドルです。 私たちは、進歩的なエッグファームが、1 羽あたり 20 ドル以上の利益をもたらす可能性がある養鶏

第２，第３の利益 に注目してハイテムを選択することを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイテム EFAが稼働する日本最大級の先進的な養鶏場 

ハイテム EFA 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製造の戦略は？ 

ハイテムのモノづくり戦略は、研究開発、製造図面、品質管理などの技術業務と技術管理のすべてを名古屋圏各務原市の本社工場で 

行っている点にあります。 製造は EFAのロープライス要請に応える必要があるため、100%出資自社製造工場を天津に立ち上げました。  

 

通常、当社の EFA 価格は、他の農業機器と同様に、極端な場合、産業用機械の半値です。 同様の例は電気製品にも見られます。 テレビ

などの電化製品の価格は発電設備の価格水準の半分です。  

 

日本の人件費は高すぎて、EFAのコストで競争力を発揮することはできません。 ハイテムが 2009 年トヨタの中国拠点である天津に 

スタートさせた中国工場は名古屋から工場まで 3～4 時間と地の利があります。 トヨタの存在により、日本の製造インフラが整ってい 

ます。 

 

ハイテムの図面は JIS（日本工業規格）に準拠しております。 JIS規格に準拠した鋼板やネジなどの材料は現地での円滑な入手が必要です。 

当社は約８割を Made in China ではなく、Made by Hytem の上記体制の下、中国で製造しており、工場長を含めスタッフは 

全員中国人です(１割は日本国内、１割は主としてＥＵの専門部品工場)。 ハイテムの企業理念は、「厳しく楽しく」、誇りを持って EFA に

取り組み、より良い給与を目指して努力することです。 中国の自社工場でもこの企業理念を共有しています。 

エッグファームオートメーションを前進展開するためのプランは？ 研究開発プランをお話しいただけませんか？ 我々の国際読者に

ご紹介いただけるプロジェクトはありますか？ 

か？ 

ハイテムが取り組んでいる研究開発テーマは大きく 2 つあります。 1 つはエッグファーム IoT、もう 1 つは鶏インフルエンザのリスクを 

最小限に抑えることです。 

 

エッグファーム IoT として、これまでに蓄積してきた技術を通じて、鶏舎内の温度、餌の量、水の量、列毎の卵の生産量などの重要な情報 

を取得できます。 ただし、鶏舎毎の卵の重量や鶏の体重など、他の情報を収集する必要があります。 現在はパッキングセンターで卵の 

重さを把握していますが、鶏舎毎の卵の重さを特定したいと考えています。 愛知工業大学、愛知県農業研究センターと共同研究を進め、 

京都大学ベンチャー企業の 1 社と昨年開発を完了しました。 現段階では、それを 2つの農場に展開し、99% 以上の精度が得られています。 

 

現在、毎週数百羽を手作業で検査している鶏の体重については、鶏が寝ている間に毎日計量を行う自動計量システムを現在フィールドテス 

ト中です。 IoT 研究開発プロジェクトの 3 つ目は、死んだ鶏の発見です。 10 万羽の鶏舎では、病気やストレスが原因で毎日約 10 羽の鳥が

死んでおり、現在は目視検査が行われていますが、時には見落としもあり大変な作業です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイテムは、大手電機メーカー、大手養鶏場との共同研究開発により、誤判定率 5％未満、精度 99％以上の死鶏 AI 発見システムを開発

し、フィールドテストの段階に入っています。 

 

上記の情報は必要に応じてクラウドシステムを通じて農場事務所や本社で一元管理できます。 生産主要スタッフと農場のオペレーターは、

画面を監視してすべてが順調に進んでいるかどうかを確認し、迅速に最適な措置を講じることができます。 

 

2 番目の主要な研究開発は、世界的に問題となっている鳥インフルエンザリスクを最小限に抑えるための機器に関する研究開発です。 2 つ

の感染経路が認識されています。 

 

一つは、野鳥の糞によって鳥インフルエンザ菌に汚染されたネズミや害獣が鶏舎に入ってくることです。 これは、前述の Rats-Free シス

テムによって防止できます。 

 

もう一つは、鳥インフルエンザ菌が外気として鶏舎に入ってくる経路です。 

 

私たちは、産学共同研究を通して、流入する空気中の細菌を制御するための最も費用効果が高く実用的なアプローチを見つけようとして 

います。 

エッグファーム向けの IoT はいつ頃発売されますか？ 

研究開発は社内で行い、研究開発が具体化段階に達するとこの地域の 50 万羽農場で半年から 1 年間のフィールドテストを実施します。 

すべてが順調であれば、試験販売に入ります。 ハイテムの IoTシステム「HYTEM Egg Farm TIS(Total Information System)」は、 

東日本地区の 100万羽農場で運用開始を始めています。 

日本の貿易環境が開かれ、コロナ禍が終焉するなか、多くの日本企業が新しい販路を求めて展示会等を通じ海外展開を目指しています。

ハイテムの海外展開についてお話しください。 

ハイテムの販売戦略は、日本と中国のエッグファームに直接販売し、その他のアジア諸国には総代理店を 1 社置くことです。 同一国に 

複数の代理店を置くのではなく総代理店をパートナーとするというコンセプトにより、同一国内にある複数の代理店間での調整が不要に 

なると同時にスタッフを増やす必要がない利点があります。 ただし、ハイテムの製品が競合他社に対して競争力を維持できない場合、 

顧客を失うという欠点があります。 私たちの経験では、製品の強みを維持している限り、このアプローチは機能していることを実感してい

ます。 

 

ハイテムの総代理店は、韓国、台湾、フィリピン、ベトナム、タイ、インドネシア、バングラデシュ、インド、パキスタンにあります。  

その内のいくつかは活発に活動しています。 それは各国で EFA がどのように進んでいるかによって異なります。 私たちは無理押しは 

しません。 彼らがハイテム EFA の推進に熱心であり続ける限り、私たちは満足しています。 私たちの方針は、世界人口の 60％を占め

るアジアに集中します。 一部の EU EFA メーカーは世界中で販売していますが、私たちの目標はアジアにおける EFAのリーダーに 

なることです。 

アジアを目指した戦略は？ 

市場規模は人口に比例します。 アジアの人口は日本の 20 倍なので市場も 20倍です。 日本における当社の戦略は CF80 であり、市場

シェア 80%を目指しています。 他のアジア諸国については、平均 10% の市場シェアが当社の目標です。この目標達成によりアジアに 

おける EFA 販売量は日本の 2倍になります。 

パフォーマンスと品質をより重視し、ハイテムの養鶏第２，第３の利益 を理解している 進歩的な上位 10％のエッグファームが当社の 

販売目標先です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソイルボーンブランドはすでに日本およびアジアのほぼすべての国で登録されており、上記の品質管理の下でソイルボーン生産を確立した 

エッグファームには実費ベースで使用許諾を予定しています。 このソイルボーンは、現在東日本地区のエッグファームで年間 1 万トン生産

されています。 ハイテムはソイルボーン市場が成長することを期待しています。 日本の農業が政府の計画に沿って進むためには、ソイル 

ボーンを育てなければなりません。 他のアジア諸国でも相当規模のソイルボーン市場が見込まれます。 

 

さらに、ソイルボーンの普及は SDGs の進展に大きく貢献します。 

 

ソイルボーンの生産 

ハイテムは合計 3つの EFA 展示会に参加します。 

 

一つは 2 年に一度の名古屋での展示会です。 他には、ASEAN諸国で最も人気のある EFA ショーである 2 年に一度タイのバンコクで 

開催される VIV Asia と、毎年中国主要都市で開催される中国畜産博覧会 (CAHE) です。 

 

バングラデシュやフィリピンなど、各国ではハイテムの総代理店が展示会の責任を負います。 ハイテムは応援が必要な場合にのみ 

サポートします。 

ハイテムはあと５年で５５周年を迎えます。この４年間で目指している目標は？ 

1 つ目は、エッグファームの鶏糞のよる高度な利用です。 日本政府は 2050 年までに化学肥料の使用量を 30％削減し、化学肥料使用に

より衰えた地力を高めるため、有機肥料に置き換える方針を掲げています。 必要な有機肥料の総量は年間数百万トン以上になります。 

ハイテムは、鶏糞を高品質の有機肥料として活用することを目的として、2013 年から岐阜大学と産学共同研究を開始しました。 ハイテ

ムの戦略は、ソイルボーン(Soilborn) ブランドで、確かな品質基準を備えた高品質の有機肥料を生産することです。 たとえば、N、P、K 

の含有量を保証、水分レベルは 10% としカビ発生を抑える、機械播きに適した望ましいペレット硬度維持です。 

昨年、創立 50周年記念パーティーを開催し、次の 50年に向けた 3 つの目標を発表しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採卵鶏のアニマルウェルフェアに対する意見は？ 

産卵鶏の動物福祉（AW）の国際基準は、世界人口の 90％を占め、鶏卵生産のほとんどがケージシステムで行われている国々と、平飼シス

テムで鶏卵生産が進められている世界人口の 10％の EU諸国との間の意見の相違により、2021年 5 月に開催されたOIE（世界獣疫事務

局）総会で策定されませんでした。 

 

消費者の利益を最大限に高めるためには、鶏卵生産現場に立った AW 規格を策定すべきであると考えます。  

 

日本は鶏卵の生産量や品質のレベルにおいて世界のトップに位置しており、まさに「鶏卵王国」と云えます。 寿司や刺身で魚の旨さを最大

限に味わえるように、卵の旨みを最大限に味わえるのが「たまごかけご飯」です。 

 

よりクリーンな室内空気 (粉塵が少ない) と労働者に優しい環境で、最も効率的な方法で生食用の安全で安心な卵を生産できる方式は、 

EFA メーカーの観点からは、日本の多くの農場で使用されている最先端のケージシステムです。 

日本の主力 EFA メーカーとして、ハイテムは平飼システムも供給しています。 しかし、世界人口の 90％を占める世界の大多数の国にお

ける EFA として、少なくともアジア諸国では、人口密度が高く、夏場の湿度が高く、付随的に病気のリスクも高いため、ケージシステム

によるAWを確立していく必要があります。 隠れた場所のない清潔な環境を提供する、巣箱、止まり木がなく、産卵鶏を鶏糞から分離 

するシステムが必要かつ現実的です。 

 

このような背景において、巣箱と止まり木のないケージシステムによる AW と、巣箱と止まり木のある平飼システムによる AW の 2 つの

基準の確立が必要であると私は考えています。 

3 つ目は、もう 1 つの工場の必要性であり、インドを検討しています。 しかし、インドのエッグファームの自動化は遅れており、まだ 

始まったばかりです。 生産を開始するには需要が必要です。 それでも、これは長期的にハイテムがしなければならないことです。 

2 つ目はハイテム LHS(レイヤーハウスシステム)です。 EFA のシステム化、標準化が進む中、適正なコストでより良い品質を目指して、 

レイヤーハウスはよりシステム化、標準化されることが望まれます。 

 

基本的なスキームはほぼ完成しており、今後は国内の工務店やアジア諸国の総代理店と協力しながら、段階的にプログラムを進めていきます。 


